
 

 

 

 

 

 

第１８回は、目指すべき将来の姿の実現に向け「市民と企業

の担うべき役割の検討」です。今回で、各分野での検討がおわ

り、残すのは、全体確認となります。 

 

■第１８回「きたかみ未来創造会議」の概要 

今回は、前回検討を行った、「主演」「準主演」「助演」の検

討結果を踏まえ、具体的に市民、企業がどのような役割を担う

のかを検討しました。 
 
はじめに、前回紹介のあった「ロジックモデル」に基づき、

市の役割として、未来創造会議で検討した目指すべき将来の姿

（中期成果）を達成するためにどのような施策・事業を展開す

る予定であるのか、資料提示があり、その見方を全体で共有し

ました。 
 
そして、市の施策・事業の展開と、前回の「主演」「準主演」

「助演」の検討結果に基づき、市民（個人、市民活動団体、地

域等）、企業（事業所・生産者等）が中期成果を達成するため

にどんな役割を担うか、その取り組みについて具体的に検討し

ました。 
 
まず、グループごとに個人で割り当てられた項目に対して、

市民と企業の役割を検討し、それをグループ内で共有したのち、

付け足しを行いました。役割は、１つとは限らないため、多く

の意見を付箋に記入し、最後に複数の付箋から最も優先すべき

事項を投票して、重みづけを行いました。 
 
検討にあたっては、「主演」は主演の演じ方、「助演」には助

演の演じ方があり、役割分担のもと、市民、企業、行政がどの

ような取り組みを担うのか、かなり難しい検討となりましたが、

分野を超えた意見交換も行い、より具体的な項目が出されてい

ました。 
 
今回のグループワークで、きたかみ末来創造会議として、提

言内容を取りまとめるための情報が出そろいました。 

みなさん、長期間にわたり、本当にお疲れさまでした。 
 
＜次回について＞ 

次回は、これまでの議論をもとに作成した「提言書案」を確

認し、指標の設定や、それを達成するための役割分担の最終確

認を行います。 

私たちが検討してきた議論の全体像を確認してみることで、

さらに精度を高めていきます。最後の取りまとめに向け、皆さ

んの積極的な参加をお待ちしております。 
 

 

＜次回案内＞ 
●日時：６月２日（水曜日）１８：３０～ 
●場所：市民交流プラザ（ツインモール西館）  
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＜保健福祉＞ 

政策の基本目標：子育てと医療・福祉の充実した明るく健やかなまちづくり 
基本施策 施策 役割分担 中期成果 長期成果 

  

子育てと

仕事の両

立の支援 

働きながら子育てし

やすい保育環境が整

い、だれもが安心して

子どもを育てられる 

子育て家

庭等への

支援 

育児に対しての精神

的・経済的不安が少な

く、親と子ども達が健

康に暮らせる 

地域にお

ける子育

て支援の

推進 

育児相談が気楽にで

きる環境が整い、地域

とともに責任をもっ

て子どもを育てられ

る 

幼稚園と

保育園が

連携した

子育て環

境の整備 

幼稚園・保育園の子育

て環境が整い、安心し

て子どもを預けるこ

とができる 

要保護児

童への対

応などき

め細かな

取り組み

の推進 

地域で互いに支えあ

い知恵を出し合って、

誰もが安心して暮ら

せる 

 

母子の健

康の確保

及び増進 

出産に対しての不安

がやわらぎ、だれもが

安心して子どもを産

むことができる 

介護予防

の推進と

介護サー

ビスの充

実 

高齢者が身体的、精神

的に健康で安心した

生活を送り続けるこ

とができる 

高齢者が

活躍でき

る場の確

保 

子 育 て 環

境の充実 

み ん な

が す こ

や か に

子 育 て

で き る

まち 

高 齢 者 や

障 が い 者

な ど の 自

立 し た 生

活 へ の 支

援 

ＤＶが根絶され、安心

して暮らせる 

障がい児の健全な発

達が支援され、身近な

地域で安心して生活

できる 

み ん な

が 安 心

し て く

ら せ る

まち 

主 企業 
・企業が女性も働きやすい（子育てしやすい）職場環境を整備する（４）
・保育園事業に企業が参入し（民営化）質の高いサービスを提供する

準 市民 
・家庭内で父親も子育てに協力し、母親の負担を軽減する（３）
・地域が協力して（人材を活用して）学童保育など放課後児童の育成
に取り組む（１） 

助 行政 
・子育てしやすい職場環境づくりの促進
・保育サービスの充実 
・児童の健全育成 

子育てへの企業の理解、制度整備が必要不可欠。家庭内での協力も必要。 

主 行政 
・幼保連携の推進 
・施設環境の整備 

準 企業 ・企業は地域との連携を図りながら幼保一体化の施設運営に参入する

助 市民 ・地域住民が協力し、幼稚園の園庭整備などに参加する。 

幼保の環境整備は行政の役割。幼保の民営の参入。市民も介入して支援してほしい。
園整備など。 

主 行政 
・経済的支援の充実 
・母子、父子家庭等の支援 

準 市民 

・地域で子育てについて身近に相談できる環境をつくる（４）
・市民はＨＰ上で子育てに関する情報を提供する（２） 
・市民はファミリーサポート事業など子育て支援の取り組みに積極的
に参加する 

助 企業 
・企業や病院などで子育て中の親が集まって活動できる場を提供す
る、確保する 

行政が子育てについて相談できる場所、機会をつくっていくことが大切。（検診時な
ど）行政による経済的支援（子ども手当て・・・） 

主 市民 

・地域で子育てについて身近に相談できる環境をつくる（４）
・市民はＨＰ上で子育てに関する情報を提供する（２） 
・市民はファミリーサポート事業など子育て支援の取り組みに積極的

に参加する 

準 行政 
・市民による子育て支援の充実
・子育て中の親が交流等できる場作り 
・私立保育園及び幼稚園への支援 

助 企業 
・企業や病院などで子育て中の親が集まって活動できる場を提供す
る、確保する 

地域において、子育てサークルなどの（自主的な）環境づくりが必要では。行政、企
業は場所の確保、情報提供。 

主 行政 
・介護予防事業の充実 
・介護が必要な高齢者への支援 

準 市民 
・市民は健康的な生活を心がけ、介護が必要な状況にならないように
努める 

助 企業 

・企業（介護従事者）は、利用者の状況に応じて必要なサービスを提
供する（３） 

・企業（介護事業者）は、介護サービスの質の向上を図り、利用者に
満足いただけるよう努める。質の向上、提供できるサービスを増や
す（１） 

行政による介護サービスの充実をはかる施策と市民自らが介護が必要な状況になら
ないように取り組む意識の両方が欠かせない。 

主 行政 
・母子保健の推進
・育児支援の充実 
・配偶者からの暴力防止対策の推進 

準 市民 
・市民は、妊婦健診等を積極的に受診し、母子の健康保持に自ら取り
組む 

助 企業 ・企業は育児休暇など、母子の健康にも配慮した職場づくりを進める

妊婦健診、乳児健診等行政による体制づくりと健診等を受診するなどの市民自らの意
識が必要となる。 

 

主 行政 
・児童虐待防止対策の充実 
・障がいの早期発見・早期療育の充実 

準 市民 
・地域で見守り活動を行い、児童虐待を（防止）早期発見する（２）
・地域で障がい児家庭の生活をサポートする（２） 

助 企業 ・病院と行政が連携し、障害児療育の体制を整備する 

行政の適切な対応と市民からの情報提供、地域づくりが必要。 

 

主 市民 

・高齢者は自主的にボランティア活動や老人クラブ活動等に参加する
（３） 

・地域住民や市民活動団体などは、高齢者が知識や経験等をいかして
活躍できる場を提供するように心がける（１） 

準 企業 ・企業は積極的に高齢者を雇用する 

助 行政 
・高齢者の生きがいづくりと社会参加の促進 
・就労機会の確保 

市民生活の中で高齢者が生きがいを見つけ、活躍するとともに企業が積極的に高齢者
を雇用していく必要がある。 



 
  

高 齢 者 へ

の 生 活 支

援の充実 

年をとっても、障がい

があっても必要に応

じて支援や福祉サー

ビスをうけられる 

 

障 が い 者

の 社 会 参

加 と 自 立

への支援 

障がい者が自立した

生活を実現できる環

境がある 

生 活 困 窮

者 へ の 支

援 

生活に困っている人

に必要な保護が行わ

れている 

地 域 医 療

の充実 

かかり医制度の充実

と医療機関の開かれ

た連携によって、情報

提供システムができ

適切な医療サービス

を受けられる 

病 気 の 予

防、早期発

見、早期治

療の推進 

積極的な健康づくり

と疾病予防によって

充実した暮らしを送

ることができる 

市 民 の 健

康 づ く り

の推進 

地域で、互いに支え合

い知恵を出し合って、

誰もが安心して暮ら

せる【再掲】 

国 民 健 康

保 険 制 度

の 安 定 運

営 

保健制度が安定して

運営されることによ

り市民が安心して医

療を受けることがで

きる 

地 域 ぐ る

み の 相 互

扶 助 体 制

の確立 

身体的・社会的・経済

的などあらゆる不安

や困難に陥った時に

安心して話せる 

【再掲】 

健康づく

りの推進

と地域医

療の充実 

プライマ

リ・ケア

が実践さ

れている

まち  

 

「自らの

健康は自

ら守る」

が実践さ

れている

まち  

高齢者や

障がい者

などの自

立した生

活への支

援 

共に支え

あう地域

福祉の推

進 

地 域 福 祉

を 担 う 人

材の育成 

地域で互いに知恵を

出し合い協力し、誰も

が安心して暮らせる 

みんなが

安心して

くらせる

まち 

支え合い

のある、

前向きに

暮らせる

まち 

罹災した市民の負担

が軽減され、生活する

ことができる 

主 市民 
・市民は健康健診を積極的に受ける（予防意識の高揚）（４） 
・自らの体を過信せず、異変を感じたら早期に医療機関に相談する

準 行政 
・各種検診の促進
・感染症予防対策の推進 
・病気の正しい知識の普及啓発 

助 企業 ・従業員の健康健診を確実に実施を図る（定期的） 

病気の予防は、市民自ら率先して行うことが必要。そのための、健康検診を行政が
サポートする。 

主 市民 

・日常生活の中でバランスのとれた食生活、適度の運動を心がけて
実施する（４） 

・地域団体が健康づくりイベントを企画し実施する 
・“自らの健康は自ら守る”意識を地域の住民相互に養う機会を多

く持つ（行事など） 

準 行政 
・健康づくり啓発の推進 ・食育の推進
・地域で活動する人材の養成 ・健康づくりに関する個人、団体へ
の支援 

助 企業 
・地域の健康づくりイベント開催や地域のイベントに積極的に協力
する 

自らの健康は自ら守る地域一体となって運動や食生活の改善など健康づくりに取
り組むことが大事。ふれあいを通じて。 

主 市民
・防災ネットワークの充実と定期的な訓練が必要（４） 
・自治会組織に見守り活動等のセクションを設ける 

準 行政

・地域福祉活動の基盤強化 ・地域福祉を支えるネットワークづく
り 
・障がい者理解の普及啓発 ・高齢者福祉の普及啓発 
・災害時要援護者の支援   ・罹災者等の援助・救済 

助 企業 ・企業周辺との交流が必要 見守り活動 

市民の見守り活動や地域の支え合いによって、高齢者や障がい者をサポートするこ
とが必要。相談体制やネットワークづくりを行政がサポート。 

主 市民

・“健康づくり”が医療費の軽減に大きくつながることを住民相互
に理解し合う（イベント等の機会で）（３） 
・市民団体が地域住民に保健制度の重要性を知らせる機会を設ける
（安定的運営のために）（１） 

準 行政
・疾病予防による医療費の抑制 
・適正な賦課・給付と就農促進 

助 企業 ・医療制度の円滑・効率的運用（医療機関） 

市民の健康づくりにより病気が予防され、医療費がおさえられる。（負担が少なく
なる）制度運営は行政はサポートする。 

主 市民 ・福祉ボランティア養成講座研修等に参加呼びかけ 

準 行政 ・地域福祉を担う人づくり 

助 企業 ・地域福祉に関し企業内にサークルづくりを促進、支援 

市民のボランティア活動など、地域で協力して支援していくことが必要。（育成）
研修、教育機能や育成体制を行政がサポート。 

 

主 三者

・ボランティア団体などが障がい者が活動できる機会を提供し、社
会参加を支援する（３） 

・市民は障がい者が地域社会でいきいきと生活できるよう、ボラン
ティアや見守り活動などを通じて支援するように努める（１） 

・企業は障害者を積極的に雇用する（３） 
・障害者施設（作業所）に対し、生産、製造等の技術の指導援助、

更に商取引も期待する（１） 
・障がい福祉サービスの充実 
・社会参加活動の推進 ・障がい者の就労支援事業の充実 
・支援ネットワークの構築 ・情報提供の充実 

三者が各々“主演”意識を持って、自立した生活環境の構築努力が必要 

主 行政
・ひとり暮らしなどの高齢者の生活支援 
・要援護老人等への支援 

準 市民
・市民は地域での見守り活動などをつうじて高齢者の生活を支援して
いく 

助 企業
・高齢者が入所や利用できる施設が不足していることから、企業（社
会福祉法人など）は、施設を建設するなどして、必要としているサー
ビスを受けられる状況づくりに協力する。 

支援、サービスは行政がリーダーシップを取っていくことがまず重要である。 

 

主 行政
・生活困窮者の生活の保護 
・生活困窮者に対するセーフティネットの充実 

準 市民
・被保護者は自立した生活がおくれるように求職活動を行うなどに努
める 

助 企業
・企業は行政と連携し、生活困窮者の就業を支援する（４）
・金融機関や消費生活相談を受ける企業などは行政との連携を図り、
必要な情報の提供などに努める。 

生活困窮者への支援、保護は行政の施策のもと、市民自身の努力と企業の努力で可
能 

 

主 企業 
・医療機関が連携して、情報を提供する（４）
・地域医療に積極的に参入する 

準 市民 ・日常より地域医療をバックアップする。（医療機関への協力を）

助 行政 

・地域医療機関の連携の推進 
・休日・夜間の救急体制の充実 
・基幹病院への支援 
・健康づくり拠点機能の充実 

地域医療の充実は提供する企業の充分な連携体制等が重要で、市民の健康づくり意
識と相まって可能では・・・。 

 



＜教育文化＞ 

政策の基本目標：生きる力を育み、文化が躍動するまちづくり 
基本施策 施策 役割分担 中期成果 長期成果 

  

知・徳・

体を育む 

特色ある教育の実践

と進学の支援により、

優秀な人材が生まれ

ている 

児 童 生 徒

への支援 

すべての児童生徒に

教育の機会が確保さ

れ、安心して学校に行

くことができる 

学 校 ・ 家

庭・地域が

連 携 し た

教 育 の 充

実 

地域・家庭の連携によ

り、子どもたちが活き

活きと生きる力を育

む学習環境が整って

いる 

産学官が連携するこ

とによって、先端技術

を取得できる教育環

境がある 

高等教育機関が創設

されていることによ

って、より教育内容が

豊かになっている 

教 育 環 境

の整備 

 

教育環境が整い、児童

生徒が安全で安心な

学校生活が送られる 

生 涯 を 通

じ た 学 習

機 会 の 充

実 

より多くの市民が自

ら質の高い生涯学習

の機会を創出するこ

とによって、より豊か

生活を送っている 

い き い き

と し た 地

域 社 会 を

つ く る 社

会 教 育 の

推進 

地域・家庭の連携によ

り、子どもたちが活き

活きと生きる力を育

む学習環境が整って

いる【再掲】 

学 校 教 育

の充実・家

庭 や 地 域

の 教 育 力

の向上 

社会教育

が生きる

力になる

まち 

社 会 教
育 の 充
実 

子どもた

ちが自ら

学びひか

り輝く学

校教育 

主 行政 
・教育環境の整備
・教育用備品等の整備 
・学校給食の充実 

準 市民 

・ＰＴＡと子供達が懸念する状況を（安心・安全に関わる）行政
に意見する（３） 

・ＰＴＡが具体的な望ましい教育環境を提案する（１） 
・地域が環境整備に関する作業を手伝う 

助 企業 
・企業が保有する施設を適宜教育目的の活動に提供する（３） 
・企業も地域と共に環境整備に労力提供をする（１） 

教育環境の整備は、行政が計画的に税を投入して行うべきで、安心・安全な学校
生活は学校が役割を担うべき 

主 市民 

・地域が保護者、子供が交流し遊ぶ場を作る（３）
・自治会が潤いある地域社会を意識した企画を実現する（１） 
・保護者がこどもを外で遊ばせる 
・市民団体は団体の目的を遂行することにより社会教育に参加す

る 

準 企業 
・雇用者は地域と連携した活動をするために自治会などと計画作
りに参画する（３） 

助 行政 
・家庭と地域が一体となった社会教育の推進 
・生涯学習社会を支える社会教育推進体制の充実 

地域、家庭の最少ユニットは市民ではないでしょうか 

主 市民 
・市民自ら望む学習機会を行政と企業に具体的に求める（４）
・市民は生涯教育の多くのニーズを行政に要求する 
・市民は地域寺小屋を作る 

準 企業 
・雇用者は職員の学習機会に対し融通ある対応をする（３）
・企業は積極的に社員を送り出す 

助 行政 
・生涯学習活動の促進 
・生涯学習環境の整備 
・生涯学習推進体制の充実 

市民自ら機会を創出するには市民のパワーが必要ではないでしょうか 

主 行政 

・学力の向上 
・心豊かでたくましい人間の育成 
・就学前教育の充実 
・食育指導の充実 
・情報教育の推進 

準 市民 
・市民の代表により学校運営に参加する（４） 
・ＰＴＡは学校教育全体に協力する 

助 企業 
・企業は教育内容に関連部門で協力する（２） 
・農家・商店などは「総合教育」などの協力する（２） 

知・徳・体における学校教育は重要であり、学校が大きな役割を持っている 

主 行政 

・就学機会の確保
・私立高校等への支援 
・障がいを有する児童生徒等への支援 
・学校不適応対策の推進 

準 市民 

・地域住民は安心して学校に行けるように見守り、チェックする
（３） 
・ＰＴＡはすべての児童生徒に平等な教育の機会になるようチェ

ックする 

助 企業 ・すべての企業は教育の機会確保のため援助する（３） 

児童生徒への支援（教育の機会の確保）は、公的な支援が欠かせない 

 

主 市民 
・地域は家庭に参加を求め、学校と連携する（３）
・児童生徒の家庭は地域や企業の事業に参加する（１） 
・個人のノウハウを生かした課外活動への協力 

準 企業 
・すべての企業は実践教育の場を提供する（３） 
・すべての企業は学校と連携し産業実践教育に協力する 

助 行政 

・開かれた学校教育の推進
・学校と家庭・地域との協働推進 
・ものづくり産業と連携したキャリア教育の推進 
・大学等の専門的な教育機会の提供 

学校、家庭、地域や企業等との連携には、地域の活動が重要であり、家庭教育の
実践が求められる 

 



  

社 会 教 育

施 設 の 充

実 

誰もが気軽に社会教

育施設を利用し、自ら

の学習に活用してい

る※市民誰もがさま

ざまな文化活動に触

れる環境が整い、地域

の特性を生かした生

活を送ることができ

る【再掲】 

 

ス ポ ー ツ

を 通 し た

健 康 づ く

り 

競 技 力 向

上 へ の 支

援 

誰もが健康や競技な

ど、それぞれの目的に

あったスポーツを、目

的にあった指導によ

り実践することがで

きる 

ス ポ ー ツ

環 境 の 整

備・充実 

スポーツの楽しさや

大切さが広まり、スポ

ーツ人口の拡大とと

もに、スポーツを通し

た市民参加によるま

ちづくりが促進され

ている 

芸 術 文 化

活 動 の 推

進 

誰もが気軽に体育施

設を利用し、スポーツ

ライフを楽しんでい

る 

ふ る さ と

の 文 化 財

と 伝 統 文

化の継承 

市民誰もがさまざま

な文化活動に触れる

環境が整い、地域の特

性を生かした生活を

送ることができる 

国 際 化 に

対 応 し た

ま ち づ く

りの推進 

守り育ててきた民俗

芸能や文化財の価値

を市民が理解し、次世

代につなげることが

できる 

さまざまな国際文化

に触れる環境が整い、

多様な価値観を受容

し、さまざまな文化と

交流できる人材が育

っている 

スポーツ

で心と体

が元気に

なるまち

社会教育

の充実 

社会教
育が生
きる力
になる
まち 

スポーツ

の振興 

芸術文化

の振興・

国際交流

の推進 

価値ある

文化が息

づくまち

主 市民
・市民活動団体が、子供たちは教育現場以外の場所で外国の文化生

活を知る機会をつくる（３） 
・市民は外国語にふれる機会を増やし、交流事業に参加する 

準 企業
・授業料の必要としない外国人と触れ合う英会話カフェ等、場作り

が必要（３） 
・企業は積極的に外国人の雇用も必要とされる（１） 

助 行政
・国際感覚豊かな人材の育成
・国際交流の環境整備 
・姉妹・友好都市との交流活動の推進 

国際社会で生き抜くためにも市民自ら国際交流に参加しなければならない 

 

主 市民 
・市民はスポーツの仲間を多くして、お互いに健康づくりをする
（４） 
・市民がスポーツ教室、スポーツジムなどに参加する 

準 企業 
・企業は体育施設を市民にも開放してほしい（３） 
・能率を上げるために企業はすすんでスポーツに参加させる（１）

助 行政 
・生涯スポーツの普及促進 
・総合型スポーツクラブの育成・支援 

スポーツをやる気は本人がその気になるしかない 

 

主 行政

・社会教育施設の効果・効率的運営の検討 
・読書・図書に親しむ（図書館） 
・自然社会科学に触れる（博物館） 
・郷土の伝統文化を学ぶ（鬼の館） 

準 企業 ・企業が行政と共同の施設作り改修などに社会支援として働く 

助 市民
・行政が提案しきれていない施設の活用について、活動団体が不便
な点、広がりのある利用の仕方を提案する。 

社会教育施設の環境の整備の役割は行政の仕事ではないでしょうか 

 

主 行政 
・選手等の育成支援 
・スポーツ交流と観戦機会の充実 
・全国高等学校総合体育大会、国民体育大会の開催 

準 企業 
・企業は、スポーツ選手には時間、資金の支援をする（３） 
・企業はスポーツ選手の目標をよくきいて支援する（１） 

助 市民 
・市民の体育行事を多くして、参加者によろこんでもらう方法（３）
・市民のスポーツ教室を開校する（１） 

優れた指導者の招へい、競技人口拡大のための支援は行政が担うか？ 

主 行政 ・体育施設の整備・充実 

準 企業 
・企業はスポーツ環境施設を作る（３）
・企業はスポーツ行事に理解を示し支援する（１） 
・スポーツ施設を持っている企業は、積極的に開放する 

助 市民 
・市民がすすんでスポーツ行事に参加できる町づくり（３）
・市民がスポーツの出来る場所を近くにほしい。（１） 
・市民が積極的にスポーツ施設を活用する 

施設を提供するのは行政や企業 

 

主 行政
・芸術文化活動への支援 

・詩歌のまちづくりの推進 

準 市民
・地域の文化活動には、世代を超え参加する（市民全員・親子）（３）

・民俗芸能団体等は、敷居を低くして一般にも参加を呼びかける（１）

助 企業 ・企業は地域行事、祭り文化活動に休暇を与える 

市民の意識が必要だが、選べる環境作りが先である 

 

主 市民
・次世代を担うリーダーを作ること（芸能団体等）（２）
・地域で文化財等の勉強会が必要。郷土史編集など（ＮＰＯ、地域）
（２） 

準 行政
・地域の価値ある文化財の保存と活用 
・民俗芸能伝承活動への支援 
・歴史的空間の確保と活用 

助 企業
・企業は積極的に地域の祭り等に参加、資金面での協力（３） 
・企業は文化財の保護に係る資金提供、協力する（１） 

市民が民俗芸能や文化財に興味を持つことが大切である 

 



＜産業雇用＞ 

政策の基本目標：ひと・技・資源を組合せ活気うまれるまちづくり 
基本施策 施策 役割分担 中期成果 長期成果 

  

次 世 代 に

つ な が る

産 業 間 連

携の推進 

農業・商業・工業が

特徴を活かした連

携によって、多様な

発展を続け、魅力あ

る職場が生み出さ

れている 

技術力・経

営 力 強 化

への支援 

コスト競争等に負

けない独自性のあ

る自立創造型の企

業が育っている 

足 腰 の 強

い 地 域 産

業 構 造 の

構築 

多様な産業構造が

構築され、安定した

産業・雇用形態が形

成されている 

活 気 あ る

商 工 業 の

振興 

それぞれの商店が

独自の発想と資源

の組み合わせによ

り、魅力ある商店街

をつくり出してい

る 

地 域 資 源

を 活 か し

た 観 光 の

振興 

多様な産業や雇用

が生まれ、地域経済

が活性化している。

さまざまな資源を活かし

た、通年型観光の仕組みが

構築されている 

農 業 の 生

産性向上 

農業生産力が高ま

り、農業所得が向上

し、北上ブランドの

確立とともに、競争

力ある産地が形成

されている 

※農業所得が向上

し、新たな就農者が

生まれ、安定的な農

業経営ができる環

境がある【再掲】 

農 産 品 の

高 付 加 価

値 化 と 新

た な 流 通

の開拓 

魅力ある

農林業の

振興 

魅 力 生

み、魅力

をつなげ

る活発な

まち 

活気ある

商工業と

観光の振

興 

産業間連

携の促進 

農業をし

たいと思

うまち 

農・商・

工の連携

により北

上の特色

を活かす

まち 

主 行政 

・産学官連携・異業種間交流の推進
・イノベーションの発掘・起業家育成 
・農商工連携の促進 
・コーディネート機能の充実 
・環境負荷の少ない産業構造体系の構築 

準 企業 
自らの技術や製品について情報発信する（３） 
他企業の技術、人材などを生かした企業間連携による商品、製品生産

助 市民 
・地元企業の製品商品を使ったり、見たりする。それにより、どんな

連携があるか気にかけ、地元企業への愛着を持つ（３） 
・親が子供に北上市の産業の強みを伝える（工業、商業、職人） 

重要なのは産業間、企業間の橋渡し。行政がその機会、場を提供する役割を果たす。
企業が連携を必要としているか、企業が主体的に考える 

主 市民 
・オリジナリティを追求し、独自性ある観光プラン、他地域のみな
らず地元向けなど多様な提案（３） 
・農業や工業が観光に協力（参加）する 

準   

助 
企業、 

行政 

・地元の良さをみなおすインターネットなど独自ＰＲなど個々での
情報発信など 
 
・観光誘客活動の推進 
・新たな観光資源の活用 
・観光推進団体への支援 
・観光物産の振興 

市民目線を意識したＰＲやプランニングなどで自分が行きたくなる観光 

主 
企業、 

行政 

・効率性の追求 新技術の積極的な活用（４）
・企業が設備投資を行う 
・生産コストの低減 
・ブランド産地の確立 
・新技術・新品種への挑戦 
・転作田の活用 

準   

助 市民 
・市民は生産された農産品を消費、活用する（４） 
・高付加価値に対する、高価格へ理解 

企業努力と行政の支援が必要 

主 企業 
・ブランド化を図るＰＲ力（４） 
・企業は自らの農産品の価値を認識する 

準 市民 
・市民は農産品の価値を認め、消費・活用する（２） 
・ブランドを個人単位でも活用し、消費する（１） 

助 行政 
・特産品の高付加価値化
・消費者が求める商品開発 
・新たな流通の開拓 ・大量生産体制の整備 

企業が主体だが、高付加価値化には地元に受け入れられていることが必要 

主 企業 
・新技術の開発、それを生かした商品化、ブランド化など強みをもつ
（４） 
・企業が先端技術やすぐれた経営手法を調べて参考にする 

準 行政 
・技術開発への支援
・技術高度化の促進 
・自立化・経営支援 

助 市民 
・価格のみにとらわれず付加価値をふまえて製品や商品を購入、消費

する 

強みを持つということ Only one の技術が企業の安定ひいては活性化へつながる
ハード面は行政支援 

主 企業 
・一般的な面と地域色を出した商品、製品などを開発し企業としての

多面性をもつ 

準 市民 ・地元企業の商品製品の進んだ購入、消費をし、全体で支える 

助 行政 
・賑わいづくりへの支援
・商店街施設の整備支援 
・中小企業への経営支援 

地域の特性を生かした商品、製品の開発により、活気ある企業が新たな産業雇用を生
み出す 
企業：ニーズの把握 行政：ＰＲ、キャンペーン 市民：参加する 

主 
企業・ 

行政 

・景気やトレンドに左右されない地元の資源を生かした独自性をもつ
 
・幅広い分野からの企業誘致 
・ものづくり（基盤技術）の拠点化 
・物流拠点の形成 

準   

助 市民 ・地元への進学就職なので、企業の発展を支える。地元を愛する 

各企業の研究等の努力とそれをサポートする行政の両面が必要 
労働力の提供 市民の役割 

 



  

地産地消

の推進 

市民が農業の大

切さを理解し、

地域全体で農業

を支え、安心安

全な食料が提供

されている 

環境保全

型農業の

推進 

魅力あふ

れる農山

村の確立 

※里山・農村な

どの保全・整備

によって、自然

との共生を維持

を維持すること

ができる【再掲】 

森林資源

の保全と

多様な価

値の活用 

豊かな森林資源

が適正に保全さ

れ、多様な価値

が活用されてい

る 

雇用対策

の推進 

雇用環境が向上

し、安定した雇

用が確保されて

いる 

ものづく

り人材の

育成 

学びたい技術の

教育が受けられ

る環境が整って

いる 産業分野

で活躍できる人

材が育成され活

躍することによ

って、地元産業

が発展している 

勤労者の

福利厚生

の充実 

働きやすい良好

な就労環境が整

っている 

農林業の

担い手等

人材の育

成支援 

農業所得が向上

し、新たな就農

者が生まれ、安

定的な農業経営

ができる環境が

ある 

地 域 産 業

を 担 う 人

づ く り と

雇 用 環 境

の向上 

仕 事 と 教

育 が つ な

がり、優秀

な 人 材 が

生まれ、地

元 産 業 が

発 展 す る

まち 

魅 力 あ る

農 林 業 の

振興 

農 業 を し

た い と 思

うまち 

主 企業
・小中高におけるキャリア教育の実施（３） 
・より良い企業活動の実現に向け、研修等自己研さんの場を確保する 

準 行政

・職業能力開発の多様化、高度化の推進
・大学等の連携による人材育成の促進 
・青少年のモノづくり、起業家意識向上支援 
・企業ニーズに応じた講座等の実施及び就労斡旋 

助 市民
・小さい頃から地域でものづくりの体験の機会をつくる（４） 
・人材育成に向けて地域が手伝えることがあれば、積極的に協力する 

人材育成は第一に会社が考えなければならないこと 

主 
市民、

企業

・市民は環境保全に配慮している農業者を評価する（４）
・企業は環境保全と生産性が両立するように考える（２） 
・景観、環境を軽視せず、企業として役割を果たす。体験学習や企業見学

など（２） 

準   

助 行政
・環境保全型農業の推進 
・環境に配慮した競争力ある産地形成 

景観、環境等に対する市民意識と生産者の協力が必要不可欠 

主 市民
・地元産品の積極的な購入、ＰＲ（３） 
・市民は地産地消の意味を認識し、地場のものを消費する（１） 

準 企業
・地元向けの出荷を確保 他社の製品とのコラボなどで消費を増やす（４）
・企業は生産、供給体制を整備する 

助 行政
・地元食材の供給体制の構築 
・食育の推進 

市民が自覚し消費することが重要であり、生産者がそれをサポートすることが必要 

主 行政

・雇用促進と安定化 
・若年者の就労支援 
・職場定着支援 
・障がい者の就労支援 

準 企業
・地域特性、企業特性を生かした起業、業態の転換（３） 
・ワークシェアリングなど雇用を生み出す取り組みを進める 

助 市民 ・地域におけるコミュニティ・ビジネスなどを実施し、雇用を創出する（２）

雇用確保拡大の行動は行政にしかできない 

主 市民 ・市民は多様な価値を認識し、保全活動に参加する（４） 

準 企業
・排気排水など環境へ影響を与えない努力（２）
・企業は多様な価値の情報発信と保全に関するノウハウを提供する（１）
・地元産の木材を積極的に使用する 

助 行政
・生産基盤の整備 
・木材等林産物の供給体制の整備 
・公益的機能の保全・活用 

多様な価値を市民が理解し、企業がそれに対応していくことが必要 

主 市民 ・市民は農山村の価値を認め、住み続ける（４） 

準 企業

・ＣＳＲ（企業の社会的貢献）に努める（３）
・特別なことではなく現状を悪化させない企業側の配慮。廃棄物や廃水な

ど 
・企業は農林業が生みだす魅力が増すようにそれぞれの仕事を行う 

助 行政
・農業と農村の魅力発信 
・遊休農地等の活用 

市民が地域に愛着を持って様々な取り組みを実施することが必要 

 

主 企業

・経営改善を進め、強い体質の農家経営に努める（４）
・情報発信をする 
・農業の集団化、集約化を進めることにより、役割を分担するなどし、就

農しやすい環境を整える 

準 行政

・認定農業者等の育成支援
・農地集積による効率的な農業経営の促進 
・多様な担い手の育成支援 
・林業後継者等の育成支援 
・各種団体との連携した取り組みの推進 

助 市民
・地産地消を心がける（４） 
・農業の良さを知る 

人材育成は第一に農家が考えなければならない 

主 企業
・従業員が福利厚生の制度を利用しやすくなるよう配慮する（３） 
・従業員が健康に仕事ができるよう福利厚生事業を実施する 

準 行政 
・勤労者福利厚生の充実 
・勤労者福祉の増進 

助 市民
・地域が主催する事業に企業をまきこんでいく（４）
・福利厚生につながる事業を企画する 
・地元の企業が行う、社員向けの福利厚生のイベントに協力する 

会社が従業員の就労環境を整えなければならない 



＜生活環境＞ 

政策の基本目標：美しい環境と心を守り育てるまちづくり 
基本施策 施策 役割分担 中期成果 長期成果 

  

豊かな自

然環境の

保全 

北上の自然を

市民が共通の

財産としてと

らえ、それを次

世代につなげ

ることができ

る 

環境監視

体制の強

化と公害

の防止 

里山・農村など

の保全・整備に

よって、自然と

の共生を維持

することがで

きる 

地球温暖

化防止対

策の推進 

自然破壊や人

体に影響を与

える公害を出

さず住み良い

まちとなって

いる 

新エネルギー

の導入などに

よりＣＯ2 の

削減に向けた

仕組みが構築

されている 

ごみの不

適 正 排

出・不法

投棄の防

止 

不法投棄がな

く、ごみ分別の

マナーが守ら

れ、きれいなま

ちになってい

る 

ごみの発

生抑制 
市民、企業、行

政それぞれで

３Ｒ（リサイク

ル・リユース・

リデュース）な

どごみ減量の

システムが構

築され、循環型

の社会が形成

されている 

リサイク

ルの推進 

資 源 循 環

型 社 会 の

形成 ゴ ミ の 少

な い き れ

いなまち 

自 然 と 共

生 す る ま

ち 

地 球 環 境

保 全 の 推

進 

主 行政 
・リサイクル品目の拡大 
・ゼロミッションの促進 

準 企業 

・企業が製造するものは可能な限りリサイクルできる材料を使う（３） 
・ビンを洗って使うなど、企業が自社製品の中で再利用するシステムを

構築する 
・企業が研究開発し、リサイクルできるものを増やす 

助 市民 
・市民が普段からリサイクルを心掛ける（４）
・市民が買物するときは、できるだけリサイクル商品を選ぶ 
・リサイクルするためにどうするか 

リサイクルのシステムを構築するには、行政が主導しなければ進みにくい。次に企業が
構築する側となり、 
その結果、市民が利用できるようになる。 

主 市民 

・市民が普段の買い物をする上で、余計なものを買わない、包装を控え
るなどごみを減らすよう気を付ける（４） 

・市民がエコバック等を活用し、レジ袋を使わない 
・市民が食生活の中で料理を作り過ぎない、外食事は注文し過ぎない、

など食べ残しを減らす（なくす） 
・ごみ排出量を減らすためにどうするのか？ 

準 企業 

・企業が創意工夫し、ごみ排出量を減らすように努める（４）・企業が
過剰包装をやめる 

・ホテル（宴会場）やレストランが食べ切れなかった料理をお客さんに
持ち帰ってもらう 

助 行政 ・販売・消費段階でのごみの発生抑制 

市民一人ひとりが日常生活の中で実行しなければ実現しない。同様に企業も実行しなけ
ればならない。行政はそれを推進する立場。 

 

主 市民 

・市民が日常生活の中でごみ分別を徹底する（きちんと行う）（４） 
・市民がごみ収集日を守り、適正に排出する 
・市民が不法投棄のパトロールに協力する（意識の向上） 
・子供が小さいときから学校等でごみの不適正排出不法投棄防止の教育
を行っていく 

準 企業 
・企業が事業所内で出たごみの分別を日常的にきちんと行う（２） 
・企業がクリーン活動を行う（２） 

助 行政 
・不適正排出の防止 
・不法投棄の防止 

不法投棄やごみ分別のマナーは一番に市民一人ひとりが守るべきこと。企業から排出さ
れるごみの量も多く、その努力が欠かせない。行政はそれらを監視。 

 

主 企業 
・企業は新エネルギーの活用を推進する（４） 
・企業はＣＯ₂削減製品のＰＲを積極的に行う 

準 市民 
・市民全員はＣＯ₂削減を実践する（３）
・市民全員は地元の食材を購入する 
・市民活動団体は地球があぶないことをイベント等で周知する 

助 行政 
・地球環境保全意識の醸成
・地球温暖化対策の推進 
・公共施設等整備に係る環境負荷対策の推進 

新エネルギーについて一番取り組んでいるのは企業であり、それら製品など利用してい
るのは市民なので。 

 

主 市民 
・地域が環境パトロール隊を結成する（４） 
・事故等おこした市民は油もれ等を迅速に（市役所）に伝える 

準   

助 
行政・ 

企業 

・環境監視体制の強化
・公害の防止 
 
・企業は公害を出さない管理体制を定着させる（４） 
・企業は大小関わらず公害を出したときの情報を即公開する・企業は「環

境パトロールしてます」マグネットを車両に貼る 
監視は少数体制よりも広く大きく市民の目でやったら効果もある。行政・企業はそれで
も行き届かないところをたすけるとよい。自然は市民のもの。 

 

主 市民 

・市民全員が北上の自然を大切にする（３）
・自然環境の関わりのあるＮＰＯが環境保全活動を推進する（１） 
・地域が里山・農村を整備する 
・地域が自然の美しさ、ありがたみを伝承する 

準 行政 
・生態系の維持、希少動植物の保護
・自然環境保全意識の啓発 
・森林環境の保全 

助 企業 
・企業は整備の際に機材を提供する（４） 
・企業が山の木を植林する 

共通の財産である自然は市民のものだから、市民が主演となり次世代へつなげる＆守る
のは当然。 
行政はそのサポートをしたり、企業とのパイプ役になる。 



  

総合的な

防災対策

の推進 

市 民 が 高 い 防

犯・防災意識を

持って、市民自

らが生活を守る

ことのできる環

境がある 

災害に強

いまちづ

くりの推

進 

地域で災害発生

のポイントが共

有（周知）され、

安全な避難経路

や避難施設が平

時から理解され

ている 

消防力の

充実 

高齢者や障がい

者などが災害時

に安全に避難で

きる 

交通安全

対策の推

進 

災害発生時に迅

速・的確な情報

伝達や情報収集

ができる 

防犯対策

の推進 

災害等発生時に

迅速・的確な対

応がなされ、市

民の安全性が確

保される 

市民相談

の充実 

防災のための組

織・連携構築と、

災害に強い施設

設備の充実によ

って市民の生活

を守る 

災害復旧により

市民の安全・安

心な生活が確保

されている 

市民が安全・安心な生

活を送ることができる

地域・家庭・学

校などが連携し

交通事故のない

市民誰もが安心

して安全に住め

るまちになって

いる 

安全・安心

な 地 域 社

会の構築 

災 害 に 負

けない、治

安が良く、

安 心 し て

住 め る ま

ち 

地域・家庭・学

校などさまざま

な防犯体制の連

携によって、犯

罪のない市民誰

もが安心して安

全に住めるまち

になっている 

主 市民 
・地域民は犯罪がおきないよう協力をして地域を巡回する（４） 
・家庭において犯罪がおきないように防犯体制を整備する 

準 行政 

・青少年の健全育成 
・防犯体制の充実 
・防犯啓発活動の推進 
・犯罪予防活動への支援 

助 企業 
・商店では万引き防止に店舗がせまくなることなくゆったりしたスペ
ースで死角ができないようにする 

家庭ぐるみ、地域ぐるみで犯罪を出さない防犯体制を確立する。行政は防犯対策にお
けるさまざまなフォローを行っていく。犯罪を出させないよう学校等で子供に教育、
指導していく 

 

主 行政 ・市民相談の充実・強化 

準 企業 
・企業がそれぞれの得意分野において、相談員として市民相談に応対

してもらうように派遣してもらう（４） 
・弁護士が法律的な相談に対応できるよう相談員となる 

助 市民 
・市民が安全・安心に暮らせるために多くの悩みなどを一人で抱える

ことなく機会あるごとに利用する 

市民が安全・安心に暮らせるためにもしもの際の受け皿として行政による相談できる
ところを用意することで多くの悩みの解消となる 

 

主 市民 

・市民全員が交通安全啓発活動および啓発事業に積極的に参加する
（４） 
・地域が子供たちの通学路等安全に通れるように地域住民が交代で見

守る 

準 行政 
・交通安全意識の普及・啓発
・交通事故相談等の支援 
・交通安全施設の整備 

助 企業 
・各企業が社員に対して安全運転教育を行う（４）
・企業が極力マイカー通勤を減らすよう取組み、公共交通機関を利用

するよう促進する 

市民が交通安全に対する意識を高めることがもっとも必要であり、行政は安全・安心
に住める整備を行っていく 

主 市民 

・家庭・隣同士はつねにあいさつを取り交し意志統一しておく（４）
・市民全員が常に挨拶を交わし、自分の役割をもって参加する 
・地域・市民に地区の自治組織の人たちが指導し、「いざ」と言う時、

参加、実施する。 
・市民のつながりをもう少し出しては 

準 行政 

・自主防災組織の育成強化 
・避難場所や災害危険区域等の情報提供 
・災害時要援護者の支援【再掲】 
・災害情報収集連絡体制の整備 
・危機管理体制の強化 

助 企業 ・企業の持っている技術を災害時、協力する 

地域、市民のつながりを強くし、災害発生時対応をすばやくとる。 

 

主 行政 

・消防機能の維持・向上 
・消防団活動の推進 
・救急救命体制の充実 
・防災担当職員の育成 

準 企業 
・企業の持っている機材等を利用し、消防活動をする
・企業内で消防団を組織して、企業あるいはその周辺の有事のさいは
出動する 

助 市民 
・消防士・団体さんの指示に従い、自分のできることを実施する（４）
・地域の消防団に入りましょう（不足している為） 

災害発生時には行政が「ハタをふり」企業も機材等を使用する。市民：安心な生活を
守ってもらう 

主 市民 
・救急救命の指導を受けて、災害時に協力する（４） 
・地域・市民活動団体が連携し、自分達の生活を守る 

準 行政 

・耐震診断・改修費用の支援 
・河川改修の促進と河川機能の保持 
・災害に耐えられるライフラインの整備 
・公共施設の耐震化 
・迅速な災害復旧事業の実施 

助 企業 ・企業、工場で持っている設備や場所を空けて利用していただく 

市民のつながりを強くしていくこと。設備等準備にお金がかかるので、企業、行政が
対応する 

 



＜基盤整備＞ 

政策の基本目標：誰もが快適に暮らし続けられるまちづくり 
基本施策 施策 役割分担 中期成果 長期成果 

  

快適な住

環境の整

備 

身体的、社会的など

の背景が異なる全

ての市民が不自由

なく社会サービス

を享受できる 

美しい景

観 を 守

り、創り、

育てる 

ひとにやさしく心

地よく歩けるまち

になっている 

緑のまち

づくりの

推進 

地域の共有財産と

して、身近な社会資

本や快適な環境が

協働により維持・整

備されている 

愛着と誇りを持て

る良好な景観が受

け継がれている 

身近に自然とふれ

あえる環境が整備

され、緑豊かなまち

が形成されている 

安全・安

心な給水

の確保 

生活と産業を支え

る安定した上水道

サービスが継続的

に行われている 

適正な汚

水処理の

推進 

下水機能の整備・利

活用がされ、快適に

なっている 

暮 ら し を

支 え る 上

下 水 道 の

充実 

持 続 可 能

な 公 共 サ

ー ビ ス が

享 受 で き

るまち 

ユ ニ バ ー

サ ル デ ザ

イ ン の 実

現 さ れ た

まち 快 適 な 居

住 環 境 の

形成 

主 行政 

・耐震診断・改修費用の支援【再掲】 
・市営住宅の整備 
・快適な道路環境の整備 
・市民との協働による環境整備の促進 

準 市民 
・地域コミュニティの一員としてのマナーを守る（５） 
・自分の家（各個人の家）が住宅環境を整える（草とり、補修等）

助 企業 
・住宅地から工業団地への移転協力（５） 
・市民への安価な提供への工夫。公共事業も安価に。 

行政が方向性を提示、市民、企業は理解、協力していく 

 

主 市民 
・事業、イベントへの積極的参加、協力する（３） 
・市民全員がキレイなまちを心がける 

準 企業 
・自社敷地内の（美化）緑化、整理整頓（４） 
・クリーン活動をやっていただきたいです（１） 

助 行政 
・公園、緑地の整備
・都市公園等の適正な維持管理 
・花と緑豊かなまちづくりの推進 

市民、企業は緑のまちづくり、行政は環境づくり。行政はキレイな見本を見せる。
市民が運動・活動をする。 

 

主 行政 
・公共下水道の整備
・合併処理浄化槽の普及促進 
・農業集落排水施設の適正な維持管理 

準 
市民、 

企業 

・市民は合併処理浄化槽を活用する場合は適正な処理を行う
・農業に従事している者で、家畜の汚水排水の処理を適正に行う

（２） 
・農業にあたる者は、農業集落排水施設への処理（排水）意識を持

つ（１） 
・企業 下水につなげられるよいに安価なものを提供する（１） 

助  

下水の整備は行政の役目であり、汚水等の処理は企業、市民の意識の高さによる。
企業、市民は排水の意識を強く持つべき！ 

主 市民 
・自分の住む地域の美化に協力する（３）
・街並み、調和に配慮する ※あまり勝手はやらない（１） 
・市民全員 住宅づくりにおいて景観に配慮する（１） 

準 企業 
・住環境に配慮した企業活動、騒音防止、フェンス設置など（４）
・広告、看板等の色づかい、デザインに配慮する（１） 

助 行政 
・景観意識の啓発
・景観活動の促進 
・景観に影響を与える行為の制限等 

そこに住む市民一人ひとりが主役。企業は協力し、行政はルールキーパー 

 

主 行政 

・老朽施設、管路の計画的更新
・安心して飲める水質の維持 
・災害・水質事故対策の強化 
・既得水利権の維持 

準 企業 
・企業 川を汚さない（５） 
・企業は大切な工業用上水を大事に使う事 

助 市民 
・市民は上水の使用にあたって、ムダな使い方をしない（５） 
・市民全員、川を汚さない 

上水の安全・安心な確保は、行政側の責任であり、企業と市民はそれを享受する立
場である。企業、市民はムダな上水を使わないようにする。 



  

道路交通

ネットワ

ークの充

実 

交通拠点との効率

的な道路の整備に

よって生活・産業を

支える道路ネット

ワークが構築され

ている 

道路環境

の整備 

効果的な除雪や道

路補修により、安全

な道路環境が構築

されている 

情報格差

の解消 

高度情報網を使っ

たサービスによっ

て、市民が生活機能

の維持・充実してい

る 

情報通信

技術の活

用 

地域の実

情に応じ

た公共交

通体系の

構築 

持続可能な公共交

通と地域での補完

的交通により、市民

誰もが快適に生活

できる 

公共交通

の利便性

の向上と

利用促進 

質的向上

を目指し

た土地利

用の推進 

自然と都市の調和

の取れた計画的な

まちづくりによっ

て持続可能な都市

構造になっている 

各地区と中心市街

地が連携し、市民誰

もが生活に必要な

サービスを受ける

ことができる 

み ん な

で 支 え

る 公 共

交 通 体

系 の 構

築 

持続可能
な公共サ
ービスが
享受でき
るまち 

高度情報化

社会が実現

しているま

ち 

道路・情

報 ネ ッ

ト ワ ー

ク の 充

実 

みんなで支

える交通サ

ービスのあ

るまち 

総 合

的・計画

的 な 土

地利用 

コンパクト

シティによ

る持続可能

なまち 

主 企業
・機器のリサイクル支援（提供含む）（３） 
・情報機器の提供（ハイキとか）（２） 

準 市民
・パソコン等の利用をサポートするＮＰＯの立ち上げ（３）
・地域ぐるみで講習会を行う（２） 
・市民団体がパソコンを教える 

助 行政
・ブロードバンドゼロ地域の解消 
・地上デジタル放送難視聴地域の解消 

新たな技術の活用や普及には企業の先進的役割が必要。それを使うかどうかは市民
の判断となる。企業のノウハウ、取組が必要。市民は使う、活用する 

 

主 行政

・道路環境の適正な維持管理 
・橋梁の長寿命化 
・駐車場の適正な管理運営 
・冬季間の交通機能の確保 

準 企業
・標識が見えづらいところを直す、意見を言う（３） 
・企業は時差出勤をして渋滞を緩和する（２） 
・交通法規の厳守 

助 市民

・生活地区の環境整備（４）
・ポイ捨てをしない！！（１） 
・庭木等を道路・歩道に出さない 
・自分の家の周り 植物の垣根をつくる 

安全確保は設置者の責任である。なお、快適な環境を作り出すためには市民、企業
が行えるものがある。 

主 行政
・主要幹線街路の整備促進 
・身近な生活道路の整備 

準 企業
・整備された道路を有効に活用する事業を考える（４） 
・安全な運行をする 

助 市民
・市民ワーキング（意見を言う場）への積極的参加（５） 
・土地の提供に協力する 

市域全体における必要性、緊急性を考慮し、整合のとれた計画及び実施が必要であ
るため。 

主 
市民、

企業

・各地区や市民団体等はインターネットを通して情報を発信する
（３） 
・市民が必要とする情報を行政、企業に伝える（２） 
・企業や商店はＨＰをリアルタイムに更新する（４） 
・魅力的なコンテンツの提供（１） 
・インターネット活用の地域リーダーを育て送りこむ 

準 行政
・電子サービスの拡充
・地域情報発信機能の拡大 
・情報活用能力の向上 

助   

利便性や付加価値の高いものを使う意識は市民、企業において強い。行政は新しい
ものに取り組むことがヘタ。 

主 企業

・主演の企業は助演の市民が利用し易いようにバスの運行回数をふ
やす（バスの小型化）（３） 

・主演の企業は、通勤、通学の人達も利用し易いように時間帯を考
える（２） 

・主演の企業は、市民が利用し易いように地域の実情に応じて路線
を考える 

準 行政
・幹線バス交通の維持 
・依り身近な支線交通の確保 

助 市民
・助演の市民はバス、タクシーを利用するように努力する（５）
・市民ワーキングへの積極的参加 
・マイカー規制 公共交通でのみ市街地に入れるようにする 

タクシー、バスなどの事業者の営業努力が一番。行政がそのサポートをする。市民
は利用する。市民が利用しないと持続しない！→順位検討の余地あり。 

 

主 行政
・公共交通の利用促進 
・鉄道や空港のさらなる利便性の向上備 

準 企業
・企業は市民の利便性を考慮すると市民は必然的に利用するように
なると思う 

助 市民

・助演の市民は公共交通を支えるためにも、利用するように心がけ
る（４） 
・市民ワーキングへの積極的参加 
・市街地には個人のマイカーで入れないようにする（マイカー規制）

行政の基盤整備があった上で企業のＰＲなどが必要。市民は利用する。 

主 市民

・主演の市民は中心市街地で買物、飲食等利用する（４）
・主演の市民（地域）が秩序ある土地利用に協力する（１） 
・主演の市民が農村と都市の役割を考え、できることを実践する（買
物等） 
・市民は宅地を広げない（宅地ではないところに家を建てない） 

準 企業

・準主演の企業が農村と都市のパイプ役となる（４） 
・準主演の企業が秩序ある土地利用をする（１） 
・準主演の商店が中心市街地ににぎわいをもたせる 
・企業はミニ開発（住宅）をひかえる 

助 行政

・環境に配慮したコンパクトなまちづくりの推進 
・賑わいのある街なかの形成 
・都市地域と農村地域の機能分担や交流・連携の促進による効率的
な土地利用の促進 

市民が主体的に元気な地域をつくる！企業はむやみに土地を拡大させない。行政は
その制限等をする。 

 



＜推進体制＞ 

政策の基本目標：市民が主役となり企業や行政と協働するまちづくり 
基本施策 施策 役割分担 中期成果 長期成果 

  

多様な主

体が協働

するまち

市民の参

画と協働

によるま

ちづくり

の推進 

市民・企業・行政・

議会がそれぞれの

自治における役割

を理解し、それを果

たすことができる 

男女共同

参画社会

の実現 

多くの協働があり、

多様なサービスが

受けられる 

まちづく

りをリー

ドする人

材の育成 

みんなで情報共有

し、一緒に話し合え

る場があり、市民が

共感をもつ公的サ

ービスが実現出来

ている【再掲】 

【再掲】 

市民活動が活発に

なる 

 

地域が連

携し共生

するまち

づくりの

推進 

男女共同参画に関

する認識が広く普

及し、社会のあらゆ

る分野において共

に参画している 

全ての世代がまち

づくりを自主的に

関わっており、より

満足感のある社会

になっている 

地域の自

主的な活

動への支

援 

それぞれが特色を

活かした地域づく

り活動が実践され、

誇りと愛着をもっ

た人・地域が形成さ

れている 

活発な地域活動が

行われており、生活

機能が維持されて

いる 

市 民 主 体

に よ る ま

ち づ く り

の推進 

 

みんなが

参加する

まち 

 

協働の定

着と拡充 

市民・企業・行政が

それぞれの立場を

理解し、責任と役割

のもとに、互いの長

所を活かした協働

ができる 

市民・企業

と 行 政 の

協 働 体 制

の構築 

魅力ある地

域づくりの

推進 

地域が元

気なまち
主 市民 ・地区民が地区民を助ける（思いやる）気持ちを持つ 

準 企業 ・企業がその地区の文化を知ること 

助 行政 
・地域間交流の促進
・定住交流の促進 
・農山村地域の振興 

地域活動は、地域市民が行うもの。市民主体でないと活発な活動にならない。（おし
つけ）企業がその活動をサポート。 

主 行政 
・協働手法の普及啓発 
・協働コーディネートと協働事業の実施支援 
・協働を担う主体間の交流連携の促進 

準 市民 ・市民が街を知り、より良い街にという想いを持つ 

助 企業 ・企業が事業で培ったノウハウを提供する 

市民：街を愛する力＆行政：公を広める力 行政は広い広報力があり、広める力に期
待。一方で、市民一人ひとりが文化として街をよくしようという想いを共有すること
も大事。企業には、それらのサポーターとしてのアクションを期待。 

 

主 行政 
・自治組織の育成支援 
・地域住民による主体的な地域づくり活動の促進 

準 市民 地域住民が自らの地域の魅力づくりに参加する 

助 企業 
・企業が自社のノウハウ、人材を活かし、地域や市民活動に参加、協
力する 
・農家、商店、工場などが地域活動に参加する 

地域づくり活動の実践に向けた支援は、行政が市民、企業に公平な立場で行う。 

 

主 行政 
・地域づくり活動をリード・サポートする人材の育成 
・後継者の育成 

準 市民 
・地域住民のためのイベントを充実させる（１） 
・老若男女異業種のリーダーの交流会をもつ 

助 企業 
・企業が地域活動への参加等により、住民にノウハウや地域活動への
意欲などを伝える 

行政は、まちづくりの重要性をアピールするのに最も適した立場（位置）にある。 

 

主 
市民、 

企業 

・市民、家庭では共に男女が社会にて果たすべきことを語り合う 
 
・企業は女性に要職（ポスト）を与える（１） 
・企業は、育児所を用意する（もしくは共同でも・・・） 

準   

助 行政 ・男女協働参画の推進 

市民、企業、ビジネスパートナーとしての女性。市民ひとりひとりの意識向上に加え、
女性の社会進出（労働力）が進む中、職場での共同参画を促す仕組みが必要だから。

主 三者 

・子ども、老人等、市民で、「守りたいもの」をひろいあげる場をつ
くる（１） 
・子ども会、商店会などでまちづくりを話し合う場をもつ 
・市民は積極的に公共な施設を利用する 
・市民が広報や議会だよりなど興味を持って目を通す 
 
・企業は自社の為だけでなく市民に奉仕するという気持ちで営む 
 
・市民参画と協働による住民自治の確立 
・公共サービスの新しい仕組みづくり 
・市民参画による行政運営の推進 
・市民参加活動促進のための補償等 

すべてが主演 それぞれの役割を考える 

 



  

広域行政

の推進 

情報公開

の推進 

みんなで情報共

有し、一緒に話し

合える場があり、

市民が共感をも

つ公的サービス

が実現出来てい

る【再掲】 

広聴活動

の充実 

行政評価

の推進に

よる情報

共有 

施策優先度と市民

ニ ー ズ が 反 映 さ

れ、公共サービス

を継続的に提供で

きる財政基盤が構

築されている 

効果的か

つ効率的

な行政経

営の推進 

広域行政の

推進 

財政健全

化の推進 

公営企業

の効率的

運営の推

進 

国・県・他市町村

と効率的な役割分

担の仕組みが構築

されており、効果

的な公共サービス

が実現している 

安定した

財政基盤

の確立 

「何のた

めに、誰

の た め

に」をよ

く話し合

うまち 

効 果 的 な

行 政 運 営

と 強 固 な

財 政 基 盤

の構築 

広域行政

の推進 

信 頼 あ る

開 か れ た

行 政 の 推

進 

効果的な

行政運営

と強固な

財政基盤

の構築 

主 行政 

・広域行政の推進 
・交通情報ネットワーク整備の促進 
・広域的連携による安全・安心の確保 
・持続可能な都市形成に向けた新たな仕組みづくり 

準 市民 

・市民は勤務地の情報を北上市に還元する 
・市民とした表現を具体的対象団体、地域等の表記にした方が分かりやす
い 
・表現がバクゼンとしている 

助 企業 ・企業が広域的情報を市に提供する（様々な提案） 

ハード、ソフト不問。今あるものを点ではなく面で活用して、「岩手」の最適化すること
は、北上の利益につながるから。 
行政：ＷｉｎＷｉｎと全体最適化。 

主 行政 

・安定した財源の確保 
・普通財産処分による自主財源の確保 
・北上さくら債及びふるさと北上応援寄付金の拡充 
・受益者負担等の適正化 

準 市民 

・市民、議会は個々の施策の優先順位決めに関わる（１） 
・議会は、市民の声と行政の台所事情から政策を提言、立法する 
・市民、議会は行政のストック情報を分析、提言する 
・普通財産の処分 

助 企業 

・企業が増収となるための規制緩和等の提案をする（１） 
・企業がもっと税をおさめられるような提案をする 
・企業は、自らの地域に対する貢献をもっと自慢（誇り）していく 
・行政経営へのアドバイザー派遣 

財政運営を考えるのは行政。（行政評価による効率的な経営） 

主 行政 

・広域化による効率的経営の推進 
・老朽施設、管路の計画的更新【再掲】 
・顧客サービスの向上 
・下水道事業の適正な運営 

準 企業 ・企業は公営企業と積極的に共同できることは行う 

助 市民 ・市民はつねに厳しい目で運営を見守る 

行政には、公的な管理運営をし、市民サービスを図る責任がある。 

主 行政 

・健全な財政運営の促進 
・保有資産の適正管理 
・起債残高の適正水準の維持 
・連結での財政健全化の推進 

準 企業 ・企業や農家、商店などが行政の運営及び財政の運用のチェックを行う 

助 市民 ・市民、地域、市民活動団体等が、財政の健全な運営を点検する 

市民と企業は正しく運営（運用）されることを確認する立場 

主 行政 

・事務事業の合理化・効率化 
・機能的な組織の構築と人員の適正配置 
・行政サービスの向上 
・入札制度の改革 
・第三セクターの活用と整理 

準   

助 
市民、 

企業 

・市民は行政施策、事業化に参画し、協働の可能性を追求する（１） 
・市民は、毎年の市の予算をどう使われているかどう思うか語り合う 
・議会は予算審議の様子を市民に説明する場をもっともつ 
・商工会は、法人税の貢献を市民に知ってもらえるような機会をつくる 

行政には財政を効果的に運営するというミッションがあり、健全化はそのための最低条件
である。市民、企業から付託されている「税金」の持続可能活用をするためのシステムを
当然に行政はもつべき。もちろん、市民、企業にはバックアップとチェックの役割を期待。 
行政：持続可能な税金活用の仕組み。 

主 
市民、 

行政 

・市民が情報公開と行政評価を参照し、行政の運営を評価する 
 
・行政評価の結果公表と活用 ・外部評価の実施 

準 企業 ・企業が活動するのに適切な環境にあるのかを評価する 

助   

行政…自分たちの行っている運営をどうなのかを評価する（現在行っている）市民…市民
の側から評価する 

 

主 行政 ・広聴機会の充実 

準 市民 
・市民が自らの社会的活動を積極的にアピールする（１） 
・スポーツ団体、芸能団体等が優秀な成績を得たことをアピールする 

助 企業 ・企業が社会的責任を果たしていることを市民にアピールする 

市民の活動を広報し、情報提供、共有を図るサービスを行う。また、行政に求められてい
る事項についての窓口を設置する 

主 行政 
・わかりやすい市政情報の提供 ・行政情報の提供 
・電子情報化の推進 ・個人情報保護対策の充実 

準 市民 ・市民が行政の情報にアクセスし、行政の運営が適切であるかを評価する 

助 企業 
・企業が行政の情報にアクセスし、活発な投資を行う（１） 
・企業が活動するのに公平な競争条件が整っているかを確認する 

行政は広く平等に情報公開するためのツールや場所、仕組みを保有している。企業はすぐ
れたノウハウがあるので、活用する必要があるが、企業や市民が主役を演ずると情報の偏
りが生まれる。 

 



＜ふりかえりカードから＞ 

○市民や企業の役割を考えることにより、行政の

やれることが見えてくることが分かった。 

 

○時間が足りなかった。自分の持ち分だけしか考

えることができず、グループワークがおろそか

になってしまった。参考資料を早めに検討でき

れば良かったと思う。 

 

○役割のベストを選ぶのがムズかしかった。 

 

○他の班を見ても流れがわからないと意見を出

しにくかった。 

 

○参加者が少ないとさみしいといいつつ私も途

中退席します。もうしわけない。 

 

○出席者が少なくなって来ているが、自分達（市

民）の為にもう一歩ガンバルぞ！！ 

 

○資料がまとまっており、話し合いやすかったで

す。充分楽しませていただきました。 

 

○今日は特に、ふせんを出し合ったあとに話し合

いをしたときに意見が出た。もりあがりとよい

いみの慣れを感じた。 

 

○具体的な意見、実体験に基づく案が続出し、大

変有意義でした。 


